




































の意味を表している。それに対して、(1b) 及び (1c) は、「食べてはいけない (1b)」、「見てはい





























－ 310 － － 311 －
富山大学人文学部紀要 中国語可能補語の許可用法：文法化の観点から
不可能の意味としての使用は縮小し、その代わりに不許可の意味へと発展していく（李宗江



























































































































































































































































－ 318 － － 319 －
富山大学人文学部紀要 中国語可能補語の許可用法：文法化の観点から
　また、不許可を表す〈-不得〉に対して、主観性という観点から分析がなされている先行研究、











于康 (2004) では、(16a) の〈这使不得，使不得的！：それはいけません、いけません！〉、及び (16b) 
の〈自满不得吧！：いい気になっちゃいけないよ！〉は、話し手の見解・態度を表す主観的な




































i) 基本構造 A +agentive + [V 不得 ] + O
S +agentive + [V 不得 ]
S -agentive + [V 不得 ]
ii) 語用論的含意 X（条件）→ V（動作） V（動作） → Y（悪い結果）
iii) 聞き手の介入 なし あり
iv) 聞き手への直接的要求 － － ＋
v) 連体修飾要素 ＋ ＋ －
vi) 使役構文 ＋ ＋ －
（＋：成立する， －：成立しない）





主語を S、他動詞の主語を A として記述すると、不可能の意味を表す場合の基本構造は「A + [V
不得 ] + O」或いは「S + [V不得 ]」となる。これは、先行述語が自動詞でも他動詞でも成立す

















こで、この点を基本構造に加えると、「S +agentive + [V不得 ] 」となる。それに対して、(17b)「冷
たい水はかけてはいけない」は、〈浇不得：かけてはいけない〉の主語位置には〈凉水：冷た
い水〉という、動詞〈浇：かける〉に対する動作主体以外の要素が置かれている。つまりそ


































































































(24a) 进不了　（Dummy Potential Complement〈-不了〉）14)





























1) 不許可を表す〈- 不得〉について、〈除了疑问句外，C2 类可能补语一般只用否定形式。〉（刘月华他
2001:593）（「疑問文を除いて、C2 可能補語は一般的に否定形式のみで用いられる。」）という指摘があ
ることから、本研究でも否定形式に絞って考察を行う（〈C2 类可能补语〉とは許可・不許可を表す可
能補語〈- 得 /- 不得〉のことである）。





















5) 刘月华他 (2001:594) では、〈带 C 类可能补语的动词后很少带宾语，如有宾语，宾语的结构也一定很简单〉
（C 類可能補語を有する動詞の後ろには目的語を取ることが非常に少ない。もし目的語がある場合でも、
その目的語の構造は非常に単純なものとなる。）と指摘されている。
6) 形容詞が〈- 不得〉に先行する例について、刘月华他 (2001:593) では、〈多是口语中常用的、表示所能
控制的状态的。〉（多くは話し言葉の中で用いられ、コントロールできる状態を表す）と指摘されており、
形容詞であっても、意味特性として「control 性」が読み込まれることが条件である。






8) Narrog (2005) は、モダリティ表現の意味の包括的分類のために、event-oriented modality と speaker-
oriented modality という区別を採用している。
(iiia) [I]n the case of event-oriented modality, the non-factuality is the result of a modal judgement 
expressing conditions on a participant of the described event, independent of the speaker and the 
present speech situation.
(iiib) Speaker-oriented modality … is directly linked to the speaker’s own modal judgement at the time 



















14) “Dummy Potential Complement” とは、意味の虚化が進んだ可能補語のことを言う。これは、Chao, 
Yuen Ren (1968) の用語である。
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